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太陽光発電設備 

 石坂産業株式会社（本社：埼玉県入間郡三芳町、

社長：石坂典子）では、ISO50001：エネルギーマネ

ジメントを導入し、省エネ環境対策の実施と継続的

改善を行っています。 

 中でも、自然エネルギーを利用したエネルギー創

出と活用に積極的に取り組んでいます。 

PRESS  RELEASE 

 石坂産業では、東京ドーム約4個分の面積を持つ敷地内
の3ヶ所に、大小容量の太陽光パネル211kWを設置し、年
間約20万kWhの太陽光発電を行っています。約60世帯分
の年間電力使用量*1を供給し、くぬぎの森交流プラザの
駐車場、非常用照明、やまゆり鉄道（ミニSL、ミニ新幹線）
の駆動用電源として利用しています。 
 また、自社で使用する電力を除いた残りの電力は東京電
力に売電することで、地域のエネルギー自給率向上に貢
献しています。 

【会社概要】 
社名：石坂産業株式会社 
事業内容：産業廃棄物中間処理業 
創立：1967年7月 
代表者：代表取締役社長 石坂典子 
本社所在地：埼玉県入間郡三芳町上富緑1589-2 
従業員数：約175名 
コーポレートサイト： http://www.ishizaka-group.co.jp/ 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 
石坂産業株式会社 広報課：三木千鶴 

住所：〒354-0045 埼玉県入間郡三芳町上富1589-2 
TEL：049-259-5800 FAX：049-259-7636 

E-mail：info@santome-community.com 

「風力＋太陽光」の一体型発電 

 風速を利用して風車を回す風
力発電と、太陽光発電を併用し
た 、  一 体 型 の 発 電 装 置
（30W/h）を設置しています。 
 雨天・曇天時には風力による
発電、無風時には太陽光パネ
ルによる発電をして蓄電し、施
設内の常夜灯として利用してい
ます。 
 
 自然エネルギー利用の促進
により環境負荷を下げるのはも
ちろん、災害時の地域拠点とな
れるよう、自立型のエネルギー
供給システムの構築に引き続き
注力していきます。 

▲車庫の太陽光パネルでバッテリー充電して走る
やまゆり鉄道 

 2015年からは、災害
発生時に地域住民がく
ぬぎの森交流プラザで
携帯電話等の充電が
できるよう、非常用電
源を提供する仕組みも
構築しています。 ▲風力＋太陽光の一体型発電装置 

*1…1世帯あたり約300kW/月で 
   計算（電気事業連合会調べ）  
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